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大槌・気仙川地域森林計画（案）の概要 

（計画期間 令和２年４月１日から令和12年３月31日までの10年間） 

 

Ⅰ 計画の大綱  

 １ 森林計画区の概要 

 (1) 位置、地形 

    本計画区は、県の沿岸南部に位置し、東は太平洋、南は宮城県に接する３市２町を包括す

る地域である。 
 

【大槌・気仙川森林計画区の行政区域】 

                                  単位 面積：ha 

行    政    区    域 区 域 面 積 

管 轄 県 行 政 機 関  市  町  村 小  計 計 

沿 岸 広 域 振 興 局  釜石市、大槌町  64,076 

153,005 沿 岸 広 域 振 興 局  
大船渡農林振興センター 

大船渡市、陸前高田市、

住田町 
 88,929 

                                         資料：平成29年 全国都道府県市区町村別面積調 
  (2) 土地利用の現況 

     本計画区の総面積は、県土の10％にあたる15万3,005haで、その内訳は、森林86％（民

有林67％、国有林19％）、水田１％、畑２％、宅地２％である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 本計画区における土地利用の現況 
  (3) 森林・林業の概況 

    本計画区の民有林面積は10万３千haで、本県民有林全体の13％、蓄積は2,950万㎥で、

本県民有林全体の15％を占めている。 

 
図－２ 県全体における本計画区の割合（面積・蓄積） 

  

15.4%

13.1%

84.6%

86.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

蓄積

面積

本計画区 その他の計画区

86%

1%
2%
2%

9%
森林

水田

畑

宅地

その他

区域面積 

15万3千ha 

資料NO.４-２ 



- 2 - 
 

    針葉樹、広葉樹別の割合は、立木地面積９万９千7百haのうち針葉樹53％、広葉樹47％、

蓄積 2,950 万㎥のうち針葉樹 79％、広葉樹 21％となっており、面積、蓄積共に針葉樹の割

合が高くなっている。 

    また、人工林率は、民有林面積の48％で県全体の42％を大きく上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
図－３ 本計画区における針葉樹と広葉樹の割合（面積・蓄積） 

 
 ２ 前計画の実行結果の概要 

   本計画区の前計画（平成27年度～令和６年度）における前半５か年分（平成27年度～令和

元年度）の主な計画の実行結果については以下のとおり。 

 

項  目 単位 計  画 実  行 実行率（％） 

伐 採 立 木 材 積 千㎥ 1,405 742 53 

 主 伐 千㎥ 755 496 66 

 間 伐 千㎥ 650 246 38 

造 林 面 積 ha 2,390 2,678 112 

 人 工 造 林 ha 1,240 379 31 

 天 然 更 新 ha 1,150 2,299 200 

間 伐 面 積 ha 11,550 3,316 29 

林 道 
開 設 延 長 ｍ 71,170 8,948 13 

拡 張 延 長 ｍ 15,900 4,670 29 

保安林 
指 定 面 積 ha 746 529 71 

解 除 面 積 ha 18 22 122 

治山事業施行地区数 地区 17 3 18 

  
 ３ 計画樹立に当たっての基本的考え方 

本計画樹立に当たっての基本的な考え方は、平成28年５月に閣議決定された、森林・林業

基本計画及び平成30年10月に閣議決定された全国森林計画に基づくとともに、本県森林の持

続的な森林経営を促進する観点から次のとおりとする。 

 

  (1) 計画策定の基本方針 

   ア 森林資源の循環利用 

将来にわたり木材の安定的な供給を確保し、質的な資源の充実を図るため、保育・間伐

等の森林整備を実施する。また、最近の木材需要に対応して伐採された跡地については、

再造林等により確実な更新を図り、森林資源の循環利用を促進する。 
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   イ 公益的機能に配慮した多様な森林整備 

森林の有する公益的機能が十分発揮されるよう、保育・間伐等の森林整備を実施すると

ともに、長伐期施業の導入、針広混交林や広葉樹林への誘導など多様な森林整備を促進す

る。 
   ウ 森林環境の保全の推進 

県民の安全で安心な暮らしと豊かな環境づくりのため、森林の有する水源の涵養、山地

災害防止等の公益的機能を高度に発揮する森林について、計画的な保安林指定と保安施設

事業を推進する。 
また、自然環境や景観を維持する必要がある森林については、環境に与える影響に配慮

した施業を行い、森林環境の保全に努める。 
   エ 林道等路網の整備 

     林道等路網整備の推進に当たっては、計画的な森林施業の実施と林産物の円滑な搬出等

のため、効率的な路網配置やコストの縮減を図るとともに、自然環境の保全や景観との調

和にも十分配慮する。 
     また、木材の搬出を伴う間伐の実施や、多様な森林への誘導等に必要な森林施業を効果

的かつ効率的に実施するため、作業を行う林業機械や、傾斜に応じて林道（林業専用道を

含む）及び森林作業道を適切に組み合わせた整備を促進する。 
   オ 森林施業の合理化及び林業の担い手育成 

効率的かつ安定的な森林経営を図るため、森林経営計画作成への助言・指導や林内路網

整備、高性能林業機械の導入などにより、低コストで効率的な作業システムの構築を促進

するとともに、これを担う林業経営体の育成を進める。 
 

Ⅱ 計画事項 

 １ 計画の対象とする森林の区域 
単位 面積：ha 

区     分 面    積 備    考 

総     数 102,943  

市

町

村

別

内

訳

釜 石 市  29,318  

大 槌 町   8,765  

大 船 渡 市  24,682  

陸前高田市  17,218  

住 田 町  22,961  

 
 ２ 森林の整備及び保全に関する基本的な事項 

森林の主な機能と、各機能に応じた森林の望ましい姿は以下のとおり。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機 能 の 区 分 森 林 の 望 ま し い 姿  

水 源 涵
かん

養 機 能  

下層植生とともに樹木の根が発達することにより、水を蓄

えるすき間に富んだ浸透・保水能力の高い森林土壌を有する

森林であって、必要に応じて浸透を促進する施設等が整備さ

れている森林 

山 地 災 害 防 止 機 能 
／ 土 壌 保 全 機 能 

下層植生が生育するための空間が確保され、適度な光が射

し込み、下層植生とともに樹木の根が深く広く発達し土壌を

保持する能力に優れた森林であって、必要に応じて山地災害

を防ぐ治山施設が整備されている森林 

かん 
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機 能 の 区 分 森 林 の 望 ま し い 姿  

快 適 環 境 形 成 機 能 
樹高が高く枝葉が多く茂っているなど遮へい能力や汚染物

質の吸着能力が高く、諸被害に対する抵抗性が高い森林 

保健・レクリエーション 
機       能 

身近な自然や自然とのふれあいの場として適切に管理さ

れ、多様な樹種等からなり、住民等に憩いと学びの場を提供

している森林であって、必要に応じて保健・教育活動に適し

た施設が整備されている森林 

文 化 機 能 
史跡、名勝等と一体となって潤いのある自然景観や歴史的

風致を構成している森林であって、必要に応じて文化活動に

適した施設が整備されている森林 

生物多様性保全機能 
原生的な森林生態系、希少な生物が生育・生息する森林、

陸域・水域にまたがり特有の生物が生育・生息する渓畔林 

木 材 等 生 産 機 能 
林木の生育に適した土壌を有し、木材として利用する上で

有用な樹木により構成され、成長量が高い森林であって、林

道等の基盤施設が適切に整備されている森林 

 
 ３ 公益的機能別施業森林等の整備に関する事項 

  本県における森林の機能区分は、「生態系保全森林（悠久の森）」、「生活環境保全森林（ふれ

あいの森）」、「県土水源保全森林（ほぜんの森）」、「資源循環利用森林（循環の森）」の４タイプ

とし、発揮を期待する機能に応じた森林整備及び保全を図るものとする。 
  なお、国が例示する公益的機能別施業森林等との関連は次の表のとおり。 

 

  【公益的機能別施業森林等の施業の方法に関する指針】 

県の区分 国の区分 森林施業の方法 

生態系保全森林 

(悠久の森) 

保 健 文 化 機 能

維 持 増 進 森 林

①択伐による複層林施業を推進すべき森林 

②複層林施業を推進すべき森林 

③長伐期施業を推進すべき森林 

※ 主伐の時期を標準伐期齢のおおむね２倍

以上とするとともに、皆伐については伐採に

伴って発生する裸地の縮小及び分散を図る。

 保健文化機能の維持増進を図るための森林

施業を推進すべき森林のうち、特に、地域独自

の景観等が求められる森林において、風致の優

れた森林の維持又は造成のために特定の樹種

の広葉樹を育成する森林施業を行うことが必

要な場合には、これを推進する。 

生活環境保全森林 

(ふれあいの森) 

快 適 環 境 形 成

機 能 維 持 増 進

森 林 

県土水源保全森林 

(ほぜんの森) 

 

山地災害防止／

土 壌 保 全 機 能

維 持 増 進 森 林

水 源 涵
かん

養 機 能

維 持 増 進 森 林

 下層植生や樹木の根を発達させる施業を基

本とし、伐期の間隔の拡大とともに、皆伐によ

るものについては伐採面積の規模を縮小する。

資源循環利用森林 

（循環の森） 

木材等生産機能

維 持 増 進 森 林

 木材等林産物を持続的、安定的かつ効率的に

供給するため、生産目標に応じた主伐の時期及

び方法を定めるとともに、植栽による確実な更

新、保育及び間伐等を推進することを基本と

し、森林施業の集約化、路網整備、機械化等を

通じた効率的な森林整備を推進する。 
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 ４ 計画量の概要 

  (1) 間伐立木材積その他の伐採立木材積 

主伐及び間伐に関する伐採立木材積については、全国森林計画に即して以下のとおりとし、

人工林が本格的な利用期を迎える中、森林の公益的機能の発揮と木材生産を両立させる森林

経営の確立を目指すこととする。 
また、長伐期化や針広混交林化を積極的に促進し、伐採方法については、皆伐から間伐・

択伐への移行に努めることとする。 

                                 単位 材積：1,000㎥ 

区 分 
主  伐 間  伐 

針葉樹 広葉樹 計 針葉樹 

前 期（R2-R6） 550 80 630 650 

後 期（R7-R11） 570 80 650 750 

 計 （R2-R11） 1,120 160 1,280 1,400 

 
 
  (2) 造林・間伐面積 

    造林については、全国森林計画に即して以下のとおりとし、伐採後は、人工造林又は天然

更新によって速やか、かつ、適確な更新を図り造林未済地の発生を抑制する。 
    また、間伐については、搬出間伐の定着を図る。 

                                                                      単位 面積：ha 

区 分 
造   林 間  伐 

人工造林 天然更新 計 針葉樹 

前 期（R2-R6） 1,380 1,060 2,440 11,550 

後 期（R7-R11） 1,690 1,070 2,760 13,320 

 計 （R2-R11） 3,070 2,130 5,200 24,870 

 

 

  (3) 林道の開設及び拡張 

    林道の開設又は拡張については、効率的な森林施業及び森林の適正な管理に必要な林道を

計画的に整備する。 

単位 延長：ｍ 

区 分 
開   設 拡   張 

路線数 延  長 路線数 延  長 

前 期（R2-R6） 10 44,730 2 3,700 

後 期（R7-R11） 10(4) 67,190 5(1) 67,140 

 計 （R2-R11） 16 111,920 6 70,840 

   注 ( )内の数値は、路線数のうち前期から継続のものであること。 
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(4) 保安林の指定又は解除 

    保安林の指定については、保安林配備の現状を踏まえ、水源涵養等森林の有する公益的機

能の確保のため、必要のある森林について計画的に保安林を指定する。 

単位 面積：ha 

区 分 指定面積 解除面積 期末面積 

前 期（R2-R6） 1,045 2 18,729 

後 期（R7-R11） 915 - 19,644 

 計 （R2-R11） 1,960 2 - 

注 指定面積については、重複して指定する保安林面積の累計であること。 

 
 

(5) 治山事業 

    治山事業の施行地については、災害に強い地域づくりや豊かな環境づくりのため、荒廃地

や機能の低下した保安林を対象として、計画的に整備する。 

                                       単位 地区 

区 分 
保安林 
整 備 

防災林 
造 成 

山 地 
治 山 

治山施設

機能強化
地すべり 計 

前 期（R2-R6） 7 2 10 6 1 26 

後 期（R7-R11） 4 2 28 - - 34 

 計 （R2-R11） 11 4 38 6 1 60 

 

かん 


